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令和5年11月現在
：実績 ：追加予定 ：予定 ：変更

今後のスケジュール（現状と予定）

備考項目 業務内容 予定時期 2022(R4)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度2023(R5)年度 2024(R6)年度 2025(R7)年度

借地返還

2029(R11)
年度以降

廃止まで 原水水質が安定するまで処理施設を運用

周辺環境モニタリング
調査

動植物や水質等周辺環境のモニタリング
を行う

廃止まで
維持管理の状況を踏まえて、必要な調査を継
続

発生ガスの状況を踏まえて、必要な処理を継
続

機能検査
（施設点検）

構造物に異常がないか計測等の点検を行
う

廃止まで えん堤や浸出水貯留槽等の構造物

雨水の適切な排除のための整備

施設撤去工事
（第2期工事）

処分場の維持管理に必要な施設を残し
て、その他を撤去する

R8.10～R10.3
（撤去施設）
　管理棟、洗輪機、ポンプ場

施設撤去工事
（第1期工事）

廃棄物受入に必要であった施設を撤去す
る

R5.8～R7.3
（撤去施設）
　展開検査場、ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ、各種ｼｽﾃﾑ、
　仮保管庫、油脂庫撤去

令和4年度は試験植樹も並行して実施

植樹工
盛土や排水路等の場内整備と調整を図り
ながら順次行う

R6.4～R11.3 埋立地および周辺部の植樹

当初の予定通りの期間で終了

盛土工事
廃棄物の受け入れ終了後、最終覆土等の
盛土を行う

R5.11～R7.3 計画に基づく処分場の形状仕上げ

(残置森林部）

一部借地返還

埋立業務 令和5年に廃棄物の受け入れを終了する ～R5.10

植樹計画・設計 樹種や植樹方法等の計画を作成する R4.4～R5.3

排水路整備
植樹工と調整を図りながら盛土工事完了
区間の整備を順次行う

R5.11～R11.3

発生ガス処理設備運用
発生ガスを効率的に処理するための設備
を設置し、運用する

R5.11～

浸出水処理施設運用
原水および処理水等の水質調査を行いな
がら、施設を適切に運用する
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